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管理を実施した患者数の推移および依頼状況を把握するため臨床的検討を行った. 当院における 2019 年度の周術期口腔機能管









































の確認による口腔内評価を行っている .  
評価の結果,誤嚥性肺炎や挿管時に歯の脱落などの
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めて包括的な口腔機能管理を実施している（図 1）.  







では合計 10 科がシステムを利用している（図 2）.ま
た,上記の診療科からの対診以外にも,「周術期管理チ 
図 2 オーラルマネージメントシステム対象の変遷  
ーム」からの対診による周術期口腔機能管理も実施し
ており,予定されている手術や治療に対する侵襲度と
周術期管理の必要性に応じて,A フローから D フローに
区分されている（図 3）.以前は A フローの患者のみが
口腔機能管理の対象であったが,2020 年 1 月より B フ
ローの患者まで対象患者の幅を広げている（図 2）. 
 
図 3 周術期管理チーム フロー区分 
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り,2019 年度の患者数は 1377 人であった（図 4） .  
図 4 周術期口腔機能管理実施件数 
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った（図 5） .  
図 5 周術期口腔機能管理実施率 
 
3. 依頼元診療科毎の内訳 
（1）  耳鼻咽喉科 
 耳鼻咽喉科は周術期口腔機能管理実施依頼件数が最
も多く,5 年間で 1353 件であった.実施率は 2017 年度
以降は 80％以上と高く,2019 年度は 85.9％であった
（図 6,7）. 
（2）  心臓血管外科 
心臓血管外科は,耳鼻咽喉科に次いで実施件数が多
く,5 年間で 1213 件であった.実施率は 50％前後を推
移しており,2018 年度（58.1％）が最も高かった（図
6,8）. 
（3）  消化器外科 
消化器外科の実施件数は 5 年間で 762 件であった.
実施率は 2015 年度から 2017 年度までは減少した
が ,2018 年 度 か ら は 増 加 傾 向 を 示 し ,2019 年 度 は
46.6％の実施率であった（図 6,9） 
（4）  呼吸器外科 
呼吸器外科の実施件数は 5 年間で 537 件であった.
実施率は年々増加傾向にあり,2019 年度の実施率は
74.8％であった（図 6,10）. 
（5）  脳神経外科 
脳神経外科の実施件数は 5 年間で 486 件であった.
実施率は 2017 年度以降 50％以上で推移しており,2019
年の実施率は 61.0％であった（図 6,11）. 
（6）  整形外科 
整形外科の実施件数は 5 年間で 475 件であった.実
施率は年々微増しているが,2019 年度実施率は 27.7％
と他科と比較して低かった（図 6,12）. 
図 6 診療科毎の周術期口腔機能管理実施件数  
 
 
図 7 耳鼻咽喉科 周術期口腔機能管理実施率 
 
図 8 心臓血管外科 周術期口腔機能管理実施率  
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図 9 消化器外科 周術期口腔機能管理実施率 
 
 
図 10 呼吸器外科 周術期口腔機能管理実施率 
 
図 11 脳神経外科 周術期口腔機能管理実施率  
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Abstract  Since 2014, the Department of Oral and Maxillofacial Surgery at the Shiga University of Medical Science 
Hospital has been running an ‟Oral management system” specialized for oral management in the perioperative period. In 
2015, the ‟Perioperative management team” was formed with the aim of providing a safe perioperative environment for 
patients. The team comprises anesthesiologists, pharmacists, dentists, dental hygienists, nurses, dietitians, speech pathologists, 
and other professionals, and manages the oral functions of patients. In this study, we report the statuses of requests and rate of 
adoption of the ‟Oral management system” in every department. In 2019, the number of cases of perioperative oral function 
management in our hospital was 1,377, an increase of about 1.6 times compared to 2015, and the implementation rate also 
increased to 34.5%. The educational activities in the hospital increased the awareness of the oral health of people in many 
professions, and led to an increase in the number and rate of perioperative oral function management. On the other hand, issues 
such as the lack of manpower and the number of chairs became apparent. Based on the results of this survey, we plan to 
continue our efforts to develop the system. 
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